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クォータをアクティブ化する方法

クォータをアクティブ化する方法の概要

新しいクォータおよびクォータに対する変更は、アクティブ化されるまで有効になりま
せん。クォータのアクティブ化の仕組みを理解しておくと、クォータをより効率的に管
理できます。

クォータはボリュームレベルでアクティブ化できます。

クォータは、 _initializing （有効にする）または _resizing _ でアクティブ化されます。クォータをいったん無
効にして再度有効にする操作は、再初期化と呼ばれます。

アクティブ化にかかる時間とアクティブ化がクォータ適用に及ぼす影響は、アクティブ化のタイプによって異
なります。

• 初期化プロセスは2つの部分で構成されます quota on ボリュームのファイルシステム全体のジョブおよ

びクォータスキャンスキャンはの後に開始されます quota on ジョブが正常に完了しました。クォータス
キャンには時間がかかることがあり、ボリュームに含まれるファイルが多いほど所要時間は長くなりま
す。スキャンが完了するまで、クォータのアクティブ化は完了せず、クォータも適用されません。

• サイズ変更プロセスでは、のみが実行されます quota resize 仕事だサイズ変更にはクォータスキャン
が含まれないため、クォータの初期化よりも短時間で完了します。サイズ変更プロセス中もクォータは引
き続き適用されます。

デフォルトでは、が表示されます quota on および quota resize ジョブはバックグラウンドで実行され
るため、他のコマンドを同時に使用できます。

アクティブ化プロセスのエラーと警告は、イベント管理システムに送信されます。を使用する場合

-foreground パラメータと volume quota on または volume quota resize コマンドを入力した場
合、ジョブが完了するまでコマンドは戻りません。これは、スクリプトから再初期化する場合に便利です。エ

ラーや警告をあとで表示するには、を使用します volume quota show コマンドにを指定します

-instance パラメータ

クォータのアクティブ化は、停止およびリブート後も維持されます。クォータのアクティブ化プロセスがスト
レージシステムデータの可用性に影響することはありません。

サイズ変更を使用できる場合

クォータのサイズ変更はクォータ初期化よりも高速であるため、可能なかぎりサイズ変
更を使用してください。ただし、サイズ変更を使用できるのは、クォータに対する特定
の種類の変更に限られます。

次の種類の変更をクォータルールに加えた場合、クォータのサイズを変更できます。

• 既存のクォータを変更する場合

たとえば、既存のクォータの制限を変更する場合などです。

1



• デフォルトクォータまたはデフォルト追跡クォータが適用されているクォータターゲットにクォータを追
加した場合

• デフォルトクォータまたはデフォルト追跡クォータのエントリが指定されているクォータを削除した場合

• 別々のユーザクォータを 1 つのマルチユーザクォータに統合した場合

クォータの大幅な変更を行った場合は、完全な再初期化を実行して、すべての変更を確実に有
効にしてください。

サイズを変更しようとしてサイズ変更処理では反映できないクォータの変更があった場合、
ONTAP は警告を発行します。ストレージシステムが特定のユーザ、グループ、または qtree の
ディスク使用量を追跡しているかどうかは、クォータレポートから判断できます。クォータレ
ポートにクォータが表示される場合、ストレージシステムは、クォータターゲットによって所
有されているディスクスペースとファイル数を追跡しています。

サイズ変更によって有効にできるクォータ変更の例

一部のクォータルール変更は、サイズ変更によって有効にできます。次のクォータを考えてみましょう。

#Quota Target type             disk  files thold sdisk sfile

#------------ ----             ----  ----- ----- ----- -----

*             user@/vol/vol2    50M   15K

*             group@/vol/vol2  750M   85K

*             tree@/vol/vol2      -     -

jdoe          user@/vol/vol2/  100M   75K

kbuck         user@/vol/vol2/  100M   75K

次の変更を行ったとします。

• デフォルトユーザターゲットのファイル数を増やします。

• デフォルトユーザクォータよりも多くのディスク制限が必要な新規ユーザ boris への、新しいユーザクォ
ータの追加

• kbuck ユーザの明示的クォータエントリの削除。この新しいユーザに必要なのは、デフォルトクォータ制
限だけになります。

これらの変更により、クォータは次のようになります。

#Quota Target type             disk  files thold sdisk sfile

#------------ ----             ----  ----- ----- ----- -----

*             user@/vol/vol2    50M   25K

*             group@/vol/vol2  750M   85K

*             tree@/vol/vol2      -     -

jdoe          user@/vol/vol2/  100M   75K

boris         user@/vol/vol2/  100M   75K

サイズ変更によって、これらの変更がすべてアクティブ化されます。完全なクォータ再初期化は必要ありませ
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ん。

完全なクォータ再初期化が必要な場合

クォータのサイズ変更の方が高速ですが、クォータに特定の変更を加えた場合は、完全
なクォータ再初期化を実行する必要があります。

次の状況では、クォータの完全な再初期化を実行する必要があります。

• これまでクォータを持っていなかったターゲット（明示的クォータでもデフォルトクォータから派生した
クォータでもない）にクォータを作成した場合。

• qtree のセキュリティ形式を UNIX 形式から mixed 形式、または NTFS 形式に変更する場合

• qtree のセキュリティ形式を mixed 形式または NTFS 形式から UNIX 形式に変更した場合

• 複数のユーザを含むクォータターゲットからユーザを削除する場合、またはすでに複数のユーザを含むタ
ーゲットにユーザを追加する場合

• クォータに大幅な変更を加える場合

初期化を必要とするクォータの変更例

3つのqtreeを含むボリュームがあり、そのボリューム内のクォータは3つの明示的ツリークォータだけである
とします。このボリュームに次の変更を加えることにしました。

• 新しい qtree を追加し、新しいツリークォータを作成する

• ボリュームのデフォルトユーザクォータを追加する

これらのどちらの変更にも、クォータの完全な初期化が必要です。クォータのサイズ変更では有効に機能しま
せん。
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